






??????????????????? ?? ??、?? ??????????? ??っ ?? 。 ?????? ??、????、 、?? ??? 、??? ? 、 っ??? ?? 。?? ??? ??? ??。 ??? ?? 、 、
一
????
??????????????。?、?????????????? ? ? 、?? ?? 。 ??? ????? ? ?? 、 ?????。?? ?? ???? 。?? ??。 、 、?? ?? 、?? ? 、 ???? （ 。 ? 〕 。?? ?）? 、 ー ． ャ ュー ｜??? （ ． 。?? ?） ? ?。 ー 「?? 」（ ﹈ ????? ??? ） 、??? っ 。????? 、 ? 、????? 。?? 、 （ ッ 、?? ャ? っ?）、 、 ?、???、 っ 。?、 ー 「 ? 」（?? ??? ） っ 。 、?? ? っ 、
84
???????》?????????????（??）????、 っ 。 ????????????????? ?、 、 ー ッ?、 ??? 、?? ? ? 、??? ? ???? ?、??????? ? 。 、 、?? ? ? ?っ 。
??????????、????????????????
??? ァ???? 。?? ー??。?? ? 、?ァ? ? っ?、? ? ????? ? 、? ー?? ? っ 。?? ? ? ? 、 ッ?? ェー ー （ 。 ?）??、 ??? 、?? ?? 。 ??? ?? 、?? ?? 、 、?? 。
???????、?????????ー?。???ャー?ィ
（?????〕???）?????、???????????????ェー ． ? ?ー?（?????．? 『 ）?? ??。
??????? ? ．
???ャ ュー ????． ? ） 、 ???? ? ? ?????、 、?? ?? ? 、 ? 。?っ ? ? 、 。 』?? ??． ???? ? 、「 、?? 。?? ? （ ）
???????




?????????????、?????????、?????? ー ? 。 ? ー?? ????、 ???????ー ???、 、 ー ャ ?ー 、?? 〈? 。?、 ー 〈??? 、 ????? ? っ っ 。 っ?? ? 、 ? 、 ??? ? ． ー ー 、 っ???? ?。?? 、 ? 、???????、 ?????? っ 。 ュー?ッッ （ 〕 ? ﹈ ）????ュー? （ ?〕?〕） 、?? ー 「? ? 」?っ 。? 、?? ?? 、 ??． ? 、?? ? 。?? 《《 。 》） ? ）????? 、??っ 。 、?? ? っ 、 、?? ? 、 ? っ 。「
??????????????。???????、??????? ? 、 ??? ???????。???????????? 、?? ??? 。?? ?? 、。〈?? ? 。 ??? ? 、?? ? 、?ョ ???????? 。「 、 、?? ? っ? ? 、」??? 。??? 。 、「??? ? ? ??」? 。 「??? 」 。??? ???? 、 、 、?? 、 ?、??? 。 、 ??? 、?? 。 ? 、 ??? っ???。 」?? 。 、 。
86
?????????????????????????????? 。 。?? 。?? ???? 、 ??? （ ??﹈ ）????? （?? ）?? （ ?） ???? ??? 、?? っ ? 。 ?? ??、?? ? 、 ? 、?? ???? 、 、?? ? ↓ 、?? ? ー?ー （ 。 ． ． ）?????? ? ?。??? ?? 、??、 。?? ?
、、
????? 。?? っ??ュ （ ）???、?? 。?? ?? ? 。?、 、 ??
????????????、????????????。????? ， ????? ? 、???? ??? 。?? ???? 。 ー??っ ??、 ?? 、 ??? ??? 。?? っ っ ?っ? ? 。」
???、?????????????、?????????
??ー?? ィ ッ （ ） ??? 、? ? っ?、? ? 、??? ? 、?? ? ?
???
???????????? ? ???、










「????? ? 」「?? 」? ィッ ??ャ??ィ??
???（??? ）
「????? 」 ー ?「?? 」 ?? ?
???（? ?）
「????? 」 ァ ー「?? 」 ッ ッ?ー?? ィ
????? ? 、 ? ?????? ???
??????????（???）??????????????? ?????、?????????????????、 ???っ 、 ? 、?? ?? ? 、 ? 、 っ?? ? 。 、?? 、 、?ー （ ） ? ．〈 、?? ッ??? ィッ?? ?っ 、 ィ ュ?? 。 ー?ー 、 ッ ? ↑、〈 ー ッ
?、???????????????????????????? ? っ 。 っ 、?? ? ????? 、?? ? ? ?、 、???? ? ? 、 ?????? ? 、 ???????? ? っ?? ? 。
????????????????????????、??
???、? 、 、?? 。?? ??ィ ??ュ??? っ??? 、 ?、っ? 、??? ? っ っ?? 、 ? 、 ??? ????? 、 ? 、?? ?? 、っ?。 ? 、 っ??? ?? 、 ャ ィ?? 、 、 ‐ 。〈?? ?? 、 ?
88
???????、???????????????????っ?。 ?????? 、 ??? ? 、????????????、?? ? ??? ??? ? ? 。
??????????????????????．???〈??
?っ?‐ ??? ? 、〈 、「?? ? ?? 、 ???? ? 」 、 ィッ? ? ?、「???? 、?? ? 」?? 「?? 、??? っ ???」 、 、 ャー ィ ? 、「?? ? っ? 」 。??? 、 ー ??っ 、 ???? ? ? 」 ? 。 、?? 、??? ??? 。 「 」 ??? 、 、「 ? 、????? ? 、
?????????????????、???????????、 ????? 、 ー ?????? ? っ ?」???? 。?? ? ??「 」 ? ? ????? っ 、「 」、??」、「 」 。??、?? ??? ? 、?? ?? っ 、????? ? 、????? 。
???????、???????????????????
??????? 。 、 ? ??????????、?? 、 ? ? ??。?? ?? 、 ??? 。
?????????? ? 、
???? ? 。?? 、 、?? ??? 。
四
89
??????????????、???????????????? ??? ? ?。??? 、??????????? 。 っ ???? ??。?? 、 っ?? 、 ?っ ??? ??? 、 ??? ? ?、 ???? 。?、 、??? ー?ィ ッ?? ?? 。 っ?、? ? 、??? 、?? 、 、 っ??? ? 。 、?? 、 っ 、?? ? ? ??、?? ? 。 ??? ? ??? ? ? 、 「?」?、 っ 、?? ?。
???????????????????????????
?ュ?ヵ?????????????????????????? ? ? 。?? ? ???? 、 ??????っ 、?? ? ????? 。?? ?? 「 （ ???? ） 、 ????? 。
???????????????????????????




?????ー ? 、?? 、? 、? ? ??? ??? ?? っ 、?? ? 、 。??? ? ??? ??、?? ? 。 、????? 、??、 ? 、 、 っ??? ? 、??。
???っ???????、?????????、 ?
???? 、?? 、?? ???? ? っ 。
???．???〈???? ???? 、 ????
????????? ー ? ー
五
????〕‐????????﹈〕?）????ィ???ッ??????ェ 、、、 ???????? ） ? ??、 ? ? ? 。「 ? ??? ?﹈ ???? ） っ?? ?? 、 ?? 。 ????っ 。?? 。?、 ? 。 ??? ? 、 ? 、??? 。 、 っ?? 、
、、
??? ? ?っ 。 ??? 。 ??? ? っ 、 、?? ? 。 、????? 。 、?、 っ っ?? ?? っ 、 っ 。?? ? 、?? ? っ 、 っ?? 。 、 、 、?? 、 ? 。 、?? ??? 、?? ? 、 っ?。 ?? 、 、
〕1
う
態度
をとるかに
係
っている。この
会議
で、これから
先更
に
密
 
接
に
取
り
組
むべき
相手
とより
規
しくなったのは
事実
である。 」
 
この
様
に、
会議
の
直後
この
会議
の
成功
・
失敗
を
直
ちに
云
せ々ず、
 
むしろ
根本的
な
問題点
を
大
M
に
指摘
し、
成果
を
今後
に
俟
っとい
 
う
態度
を
表明
したスミス
教授
の
発言
は、
参加者
に
多大
の
感銘
を
 
与
えた。これを
受
けて
佛教
を
代表
してセイロンのジ・ヤティレ
 
ケ
教8
が
立
ち、「
今迄我
は々
余
りにも
相異点
のみを
永
く
語
り
合
 
ってきたきらいがある。これからは
共通点
の
語
り
合
いの
時
たる
べきである。この
様
に
異
なる
宗教
が
共
に
会
して
語
り
合
うことが
 
今後
も
益
を
必要
であることを、
改
めて
知
らされたことは
何
より
 
もの
収穫
である」と
述
べ、
又
、 ガングリ
教按
がインド
教
を、ラ
— 
マン
教授
がイスラム
教
を
代表
して、
同様
な
趣旨
の
発言
をされた。
 
最後
にマ
”
コ
—
ド
•プリンストン
神学校
々
長
が、「この
会議
は、
 
ほんの
序曲
(
p
r
e
l
u
d
e
 o
r
 p
r
o
l
o
g
u
e
) にすぎない。しかし
希望
に
 
満
ちた
出発
であることを
確認出来
たことは
何
よりも
喜
ばしい」
 
と
述
・へ、
一週間
に
亘
る
会議
は
意義深
く
幕
を
閉
ぢたことである。
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